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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業収益を受けて雇用・所得環境の改善傾向が持続

し、緩やかな回復基調で推移しました。先行きに関しましても、緩和的な金融環境や政府支出による下支えなどを

背景に、緩やかな回復が続くことが見込まれますが、米中貿易摩擦の長期化及びそれに伴う中国経済の減速等の懸

念材料から、企業の景況判断が悪化するなど、不透明な状況にあります。 

 当社グループを取り巻く関連業界におきましては、主要取引先である自動車関連産業は、国内販売台数が足元前

年比微増となっており、総じて堅調に推移しております。 

 鉄鋼産業は、中国の粗鋼生産増加が続いており、また米国の鉄鋼輸入制限措置などの需要下振れリスク要因もあ

って、先行きは予断を許さない状況にあります。 

 このような状況の中、当社グループは営業と技術が一体となり、主力製品や新製品の拡販活動を積極的に推進し

てまいりました。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は71億４千６百万円と前年同四半期比9.2％増加

いたしました。利益面では、営業利益は４億２千１百万円（前年同四半期比9.1％増）、経常利益は４億６千４百

万円（前年同四半期比15.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、台風21号・24号の被害額を特別損失に

計上したこともあり２億７千万円（前年同四半期比6.5％増）にとどまりました。 

 

①事業の分野別業績

 鋳造市場向けは、自動車関連産業の堅調さを受け、売上高は32億６千万円（売上高比率45.5％）と前年同四半期

比6.5％増加いたしました。 

 鉄鋼市場向けは、高炉工事の受注増等により、売上高は11億６千３百万円（売上高比率16.3％）と前年同四半期

比14.1％増加いたしました。 

 溶解炉・環境市場向けは、築炉工事の受注増等により、売上高は18億８千６百万円（売上高比率26.4％）と前年

同四半期比9.2％増加いたしました。 

 海外市場向けは、北米・タイ向け出荷の増加等により、売上高は５億４千万円（売上高比率7.6％）と前年同四

半期比24.1％増加いたしました。 

 不動産事業は、テナントの入れ替り等の一時的な影響により、売上高は２億９千７百万円（売上高比率4.2％）

と前年同四半期比1.1％減少いたしました。 

 

 ②事業の種類別セグメントの業績

 セグメント別の売上高は、耐火物等事業が48億４百万円（売上高比率67.2％）と前年同四半期比9.2％増加いた

しましたが、原材料価格上昇等の影響により営業利益は４億６千５百万円と前年同四半期比0.4％減少いたしまし

た。溶解炉・環境関連市場向けのエンジニアリング事業は20億４千６百万円（売上高比率28.6％）と前年同四半期

比10.9％増加し、営業利益は２億４百万円と前年同四半期比39.6％増加いたしました。不動産事業は２億９千７百

万円（売上高比率4.2％）と前年同四半期比1.1％減少し、営業利益は１億６千２百万円と前年同四半期比0.3％減

少いたしました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末比６億円（9.3％）増加し、70億４千９百万円と

なりました。主として、新たに導入したＣＩＰ装置（特殊プレス）のリースバックによるその他（未収入金）の増

加によるものです。

 当第３四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末比２千２百万円（0.5％）減少し、45億２千６百

万円となりました。主として、製造設備の減価償却によるものです。

 これにより、当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比５億７千８百万円（5.3％）増加

し、115億７千５百万円となりました。

 当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末比５億４百万円（12.6％）増加し、45億１千９百

万円となりました。主として、短期借入金の増加によるものです。

 当第３四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末比３千２百万円（1.2％）増加し、26億６千３百

万円となりました。

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比４千２百万円（1.0％）増加し、43億９千３百万

円となりました。

 この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は38.0％（前連結会計年度末は39.6％）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成31年３月期の通期連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）につきましては、平成30年５月10

日に公表いたしました通期連結業績予想から修正は行っておりません。 

 なお、業績予想を見直す必要が生じた場合は、速やかに開示する予定です。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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